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今世紀後半に向かう地球環境保全のためのエネルギートランジションにおいて、バイオマスなどの炭素

資源と原子力熱を用いた協働プロセスによる炭化水素燃料の供給可能性を評価した。これにより、原子力

が燃料供給やバイオ炭生成による負排出を通じて、発電以外にも重要な役割を果たし得ることを示した。 
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１．炭素資源・原子力協働プロセスの利点 

水蒸気ガス化反応に必要な熱を原子力から供給することにより、バイオマス量を３割以上節減できる。 

       ↓水蒸気ガス化反応↓    ↓Fischer-Tropsch 燃料合成↓ 

バイオマス炭素成分＋原子力熱     合成ガス（CO + H2）    炭化水素燃料（軽油など） 

２．世界へ適用した場合の炭素量／熱量収支と得られる炭化水素燃料量の試算 

左図のプロセスで、生成するバイオ炭

（バイオマスの 2 割を使用）は地球規模

の炭素循環から除外されるので負排出

（CO2除去）が可能になる。 

想定するバイオマス量の 8割を使用し

て生成する炭化水素燃料量は IAE の

NZE シナリオの 2050 年・世界の燃料供

給量の値に近い。 

なお、この原子力加熱方式には、850℃

程度の高温を供給可能な原子炉（第 4 世

代原子力システムの「VHTR 超高温炉」、

JAEA の HTTR）の使用が望ましい。 

３．21 世紀後半における[バイオマス・原子力]燃料供給の可能性 

上のケースの計算で想定したバイオマス使用量は国際機関による 2050 年賦存量の範囲内にあり、この熱

供給と発電を合わせた原子力必要量は高速炉・燃料リサイクル方式の適時導入による供給可能量の範囲内

にあるので、本方式による燃料供給はエネルギー資源的に可能と考える。 
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